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研究成果の概要（和文）：「実物」を基軸とした効果的な展示手法の開発・検証を行うため、資料そのものの収
集・調査・研究から展示そして効果検証に至るまでの総合的な研究活動を行った。博物館での特別展会場を主な
実証実験会場とし、アンケート調査・聞き取り調査を行い、新たなアンケート調査手法の効果検証、アンケート
結果から来館者の気づきや学習についての解析を行った。並行して博物館での体験が、来館者の日常生活へどの
ような影響を与え、どのように変容していくのかを、同意を得た特定の来館者を対象に継続的な観察調査を行っ
た。

研究成果の概要（英文）：Real scientific objects (specimens and other scientific objects) are one of 
the most essential components of natural history museum exhibitions. The purpose of this study is to
 develop effective exhibition methods and demonstrate effectiveness of the real scientific objects 
in natural history exhibitions. We conducted questionnaire surveys and interview surveys at the 
museum's exhibitions to verify the effectiveness of the exhibition methods and real objects. We also
 conducted a continuous observation survey of visitors to reveal how their experiences at the museum
 affected their study in home and school.

研究分野： 博物館学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
実物資料の収集・保管・研究・展示は博物館でしかできない、博物館の中核となる役割である。本研究では、博
物館における実物展示が果たす効果の検証を行うことで、実物展示が来館者に与えるインパクトを具体的に示
す。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 実物資料の収集・保管・研究・展示は博物館の中核となる役割である。資料を収集し、適切に
保管した上で、調査研究により資料価値を裏付けする。そのような背景を持った実物資料の展示
を行うことは博物館でしかできない。一方で、現代はインターネットや携帯電話の発展により、
いつでも世界中の情報にアクセスできる時代である。 

 バーチャルな世界の発展は、「かつて書籍が担っていた役割の一部がインターネットに移行し
ただけの現象であり、博物館に新たな可能性を与えている」と捉えることもできる。書籍により
得た興味あるモノに関する情報は、実物を見たいという知的好奇心をかき立てる。インターネッ
トがこの機能を担うことで、書籍は読まないがネットなら見るという層に対しても実物への知
的好奇心を高め、潜在的な博物館利用者層を増大させている。 

 申請者らは、実物資料に基軸を置いた展示手法とその効果的な活用方法を構築することが、博
物館学への貢献、および現代の市民のニーズに応える展示理論の構築にも繋がることに着目し
た。 

２．研究の目的 

 本研究の最終目標は、博物館における実証実験をベースとして、「実物」を基軸とした効果的
な展示手法の開発・検証を行うことにより、汎用性の高い自然史の基礎的展示理論を構築するこ
とにある。 

 本研究では、実物資料を活用した展示は、新たな博物館体験を提供し、効果的な学習の機会を
もたらし得るとの作業仮説を提示する。展示試作品の市民による使用とフィードバックという
プロセスを組み込んだ実証実験を実施し、年齢に応じた効果的な学習が提供可能な実物を基軸
とした展示手法を開発する。 

３．研究の方法 

 本研究では、調査・実証実験・評価・改良の 4つのプロセスを繰り返した。少なくとも 4年間
で 3回の特別展（2～3ヶ月）で実証実験を行い、少なくとも延べ 30万人を対象に調査する予定
であったが、特に最終年度は新型コロナウイルス感染症の影響により、ほとんど実証実験を行う
ことはできなかった。結果的に、3 回の夏の特別展（28 年度は 51 日間（総観覧者数およそ 12 万
人）、29年度は 73日間（12万人）、30 年度は 65 日間（12 万人））で、適宜期間・対象を設定し、
実証実験・アンケート調査等を行ったほか、常設展示や、春の特別展でも適宜実験・調査を行っ
た。 

 実証実験に用いる資料は、博物館に収蔵されているものおよび新規に収集したものを用いた。
資料は必要に応じ学術研究を行いその成果を発表し、資料価値の裏付けを行った。 

 来館者調査では、博物館内でアンケート調査や聞き取り調査などを行ったほか、実物資料に対
する来館者の反応を調査した。「満足度」「展示に対する理解」と「展示からの気づき」などを検
出するためのアンケートおよび聞き取り調査やインターネット調査を主とし、ほかに追跡調査
により滞在時間などを調べた。得られた結果は統計的に解析し、その傾向を明らかにした。これ
らの結果と展示について結びつけることで、自然史実物展示の評価を行った。 

 加えて、研究計画策定時の予定よりもさらに踏み込んだ来館者調査を行った。研究協力者であ
る坂倉真衣氏と共同で、博物館での体験、特に特別展の観覧が、学校や日常生活の場でどのよう
に意味付けられ記憶として残っていくのかを把握することを目的に、承諾を得た特定の家族を
対象として継続的な来館者調査を行った。 

４．研究成果 

①資料収集 

 展示への活用を目指し、実証実験に用いる各分野の資料を収集した。実物資料の展示のための
資料収集・調査研究は実証実験の基盤となるものであるが、このような資料はすぐには展示へは
活用できないため、必要に応じて資料の調査研究を行った。これら学術成果については、しかる
べき学術誌で公表しなければ、学術成果として展示ができない。そのため、研究成果は適宜専門
誌へ論文として出版したほか、学会発表を行った。これによって、学術的背景を明らかにした資
料を実証実験へ活用できた。 

②実証実験 

・塗り絵を利用し、子供向けに、子供の声をそのまま集めることを基本設計とした、新たなアン
ケート手法の設計・実証実験の結果を集計・考察した。結果として、一定の制限があるものの、



多数の声を集める有効な手法となることが分かった。今後、回答内容の検討を通じて、展示効果
の評価を行っていきたい。方法の有効性についての検証結果については論文として出版済みで
あり、複数年度を比較検討したアンケート結果については解析中である。 

・大量の実物資料を展示する手法では、来館者が（1）めずらしい生物にふれる楽しさや、生物
の美しさへの感動を持つこと、（2）生物の種類数や形態、生態の多様性から生物学的な特徴を自
らが知覚すること、（3）展示に関する感動や知覚の共有化・深化を来館者間（特に家族間）にも
たらすことができたと判断された。このような自然史展示が観覧者の知覚や興味関心に与える
効果について検証するアンケート調査結果は、集計・解析しポスター発表を行ったほか、論文と
して出版した。 

・構造色に着目し、構造色が見る角度によって色彩が変化することを体験していただきその満足
度を確かめるため、回転台を備えた大型ケースとモルフォチョウを用いて、動く展示を試作設置
した。その効果として、展示物が動き、逐次表情を変えていくことが、来館者に対しインパクト
を与えることが明らかになった。SNS などでも写真・動画が投稿された。また、当初懸念してい
た振動による標本の破損はなく、ごく一部の標本が角度を変えたのみであった。多数の来館者が
訪れる特別展では、ケースとの接触や来館者の歩行による振動と思われる標本のずれが生じる
ことがあるが、ほぼそれと同一のレベルで収まったと考えられる。博物館における「動きによる
資料の表情変化」の重要性を示し、かつリスクを少なく展示できる事例と考えられる。 

・実物資料だけでは元の姿や大きさを想像しづらい化石標本について、復元模型や復元図を組み
合わせて紹介し、その効果を検証した。これは、現生の生物についても同様のことが考えられ、
野外調査でないと得られない写真や映像などのデータを利用し、標本では失われてしまう情報
を補完することで、展示の幅を広げ、理解度を高められることにもつながるものである。 

・研究協力者である坂倉真衣氏（宮崎国際大学）と共同で、博物館での体験が、来館者の日常生
活へどのような影響を与え、どのように変容していくのかを、承諾を得た特定の市民を対象に年
単位での継続的な観察調査を継続している。これまでの調査から、来館者の博物館体験をより豊
かにするための知見が得られつつあり、加えてコロナ前とコロナ後を比較することもできる重
要なデータとなることが期待される。 

・最終年度およびその前年度には十分な実証実験ができなかった。しかし、2021 年 3月 6日〜4
月 4日北九州市立自然史・歴史博物館の特別展示室にて行った特別展「わたしたち『収蔵庫』に
いるんです―あつめる まもる つなげる」（期間中 17503 人の入場者）では新型コロナウイル
ス感染症対策を念頭に置いた展示空間の設計を行ったため、これにあわせ、展示設計・手法や展
示の趣旨の理解度を測るためのアンケート調査を実施した。その結果、312 件の回答（有効回答
311 件）を得ることができた。アンケート結果から、コロナ対策として実施した展示手法および
特別展に対する総合的な満足度は概ね好評であったこと、および展示内容の理解度も高かった
ことが判明した。 
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